
 

 1 

平成１９年５月８日 

各  位 

会 社 名   明 星 電 気 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役会長 落合裕太郎 

（コード番号 6709 東証第 2 部） 

問合せ先  常 務 取 締 役 小 谷 雅 博  

（ＴＥＬ  03-3814-5115） 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ  
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年１月２４日の第３四半期財務・業績の概況（連結）および平

成１８年１１月１０日の個別中間財務諸表の概要発表時に公表いたしました平成１９年３月期（平成１８

年４月１日～平成１９年３月３１日）の通期業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

１．業績予想の修正 

（１）連結通期業績予想数値の修正（平成18年4月1日～平成19年3月31日）        （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 予 想 発 表 （Ａ） ８，６００ ２５０ ２３０ 
今 回 予 想 発 表 （Ｂ） ７，７８４ ４５ ２２ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △８１６ △２０５ △２０８ 
増 減 率（％） △９．５ △８２．０ △９０．４ 
（ご参考） 
前期実績（平成１８年３月期） ８，９３６ △３８２ △１，８８４ 

 

（２）個別通期業績予想数値の修正（平成18年4月１日～平成19年3月31日）         （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 予 想 発 表 （Ａ） ９，３００ ２５０ ２３０ 
今 回 予 想 発 表 （Ｂ） ７，７８１ ５２ ２９ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △１，５１９ △１９８ △２０１ 
増 減 率（％） △１６．３ △７９．２ △８７．４ 
（ご参考） 
前期実績（平成１８年３月期） ８，８７１ △４１８ △１，８９９ 

 
２．修正の理由 

当社は元々売上が期末に集中する構造のため、２月・３月の売上の結果が損益に大きな影響を与

えます。特に今期につきましては、３月の売上計画４，７１５百万円が当初年間売上計画９，３００百

万円に対して５０．７％と高い比重となっていました。この内、当社の中核事業である気象防災・環境

計測事業については、計画こそ達成できませんでしたが対前年実績比で１０．２％増と底堅い実績を

あげることができた一方、制御システム事業等につきましては、引き続いて官公庁の公共投資抑制

の影響から、平成１９年度以降へ繰り延べられる案件が予想以上に発生し、売上高は前回発表予想

を下回る結果となりました。また、利益面では平成１７年度に実施したリストラや、今年度下期より本

格的に実施した原価低減活動の効果などが相まって利益の下支えをしましたが、８１６百万円の売

上減少（連結ベース）影響は吸収できず、経常利益、当期純利益共下方修正する結果となりました。 

前回予想と比較し、売上高は連結ベースで８１６百万円（個別ベースで１，５１９百万円）減少し、経

常利益は２０５百万円（個別ベースで１９８百万円）の減少、当期純利益は２０８百万円（個別ベース

で２０１百万円）減少する見通しです。 
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尚、当社は連結業績と個別業績はほとんど変わりません。また、連結と個別の売上高の前回予想

値が異なるのは、第３四半期財務・業績の概況の発表（平成 19 年 1 月 24 日）では連結のみの発表

であり、個別の売上高の前回予想値は平成１８年１１月１０日の個別中間財務諸表の概要発表時の

数値であります。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

しておりますが、多分に不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は、今後様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


